
ば
か
り
で
し
た
。

引
揚
げ
後
、
化
粧
品
の
製
造
を
始
め
、
当
時
は
現
金
売
り
、
次

ぎ
は
手
形
取
引
き
と
な
り
、
不
渡
が
続
出
し
、
ゆ
き
づ
ま
り
、
歯

ブ
ラ
シ
販
売
に
転
業
し
ま
し
た
。
が
こ
れ
ま
た
化
粧
品
の
場
合
と

同
様
で
、
経
験
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
思
い
き
っ
て
沖
縄

へ
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
は
海
産
物
モ
ッ
ク
の
輸
入
を
し
て

い
ま
す
。

現
地
除
隊
と
引
揚
記　 北
海
道
　
南
栄
次
郎
　 

昭
和
十
二
年
九
月
一
日
網
走
市
に
て
目
黒
輜
重
兵
第
一
連
隊
に

召
集
さ
れ
て
、
兵
站
自
動
車
第
十
三
中
隊
に
入
隊
、
十
月
十
四
日

北
支
糖
沽
に
上
陸
し
境
界
線
に
沿
っ
て
南
下
し
黄
河
近
く
ま
で
進

み
、
十
一
月
末
に
奉
天
経
由
大
連
よ
り
十
二
月
一
日
上
海
に
上
陸

し
て
南
京
攻
略
及
び
第
一
次
、
二
次
除
州
戦
に
参
加
し
、
昭
和
十

四
年
夏
再
び
北
支
に
戻
り
北
支
航
空
（
現
在
北
京
飛
行
場
）
付
き

輸
送
隊
と
な
り
、
昭
和
十
六
年
四
月
第
三
次
帰
還
命
令
に
依
り
約

三
十
人
内
地
に
帰
還
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
私
は
当
時
独
身
三

十
二
歳
で
あ
っ
た
の
で
、
北
京
市
に
て
現
地
除
隊
す
る
こ
と
を
決

意
し
、
北
支
の
鉄
道
で
あ
る
華
北
交
通
株
式
会
社
に
入
社
、
北
京

建
設
事
務
所
勤
務
と
な
り
、
現
場
に
出
張
勤
務
中
、
十
六
年
十
二

月
大
東
亜
戦
争
が
始
ま
り
昭
和
十
九
年
夏
本
社
に
転
勤
警
務
局
勤

務
と
な
り
翌
二
十
年
八
月
十
五
日
局
長
室
に
て
終
戦
の
詔
勅
を
聞

き
ま
し
た
。

日
華
合
弁
で
あ
っ
た
会
社
が
中
国
側
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
翌
二
十
一
年
一
月
ま
で
中
国
側
に
事
務
引
継
ぎ
の
た
め
留
用

さ
れ
て
勤
務
し
ま
し
た
。

平
静
で
あ
っ
た
北
京
市
内
も
終
戦
と
と
も
に
次
第
に
治
安
が
悪

く
な
り
、
私
宅
も
会
社
に
出
勤
中
に
は
付
近
住
民
及
び
中
国
兵
に

依
り
家
財
道
具
、
衣
服
等
一
切
が
皆
無
の
状
態
に
な
り
、
近
所
の

邦
人
の
方
や
会
社
同
僚
の
方
々
の
温
情
に
依
り
衣
類
そ
の
他
を
頂

き
生
活
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
十
二
月
初
に
郊
外
の
収
容
所

に
移
り
六
畳
間
に
二
家
族
、
そ
の
後
八
畳
間
に
四
家
族
の
不
自
由

な
生
活
を
し
ま
し
た
が
、
私
共
は
妻
と
長
女
の
三
人
家
族
で
、
妻

は
身
重
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
特
別
の
は
か
ら
い
で
三
月
末
に

引
揚
命
令
が
出
て
郊
外
站
か
ら
天
津
収
容
所
に
と
移
動
し
た
の
で



す
が
、
天
津
ま
で
約
二
時
間
く
ら
い
の
行
程
で
し
た
が
私
共
は
無

蓋
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
出
発
し
た
が
途
中
で
機
関
士
か
ら
状
況
悪
化

の
た
め
運
行
不
能
と
言
い
出
し
停
車
す
る
こ
と
二
、
三
回
、
そ
の

つ
ど
引
揚
者
か
ら
所
持
金
を
集
め
て
彼
等
に
渡
す
と
動
き
出
し
、

十
時
頃
発
車
し
て
夜
の
十
二
時
頃
天
津
収
容
所
の
近
く
に
来
た
と

き
、
警
備
兵
に
銃
撃
さ
れ
て
負
傷
者
も
出
た
が
、
や
っ
と
の
思
い

で
収
容
所
に
は
い
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。

収
容
所
滞
在
三
日
間
中
は
戦
犯
容
疑
者
の
摘
発
呼
出
し
調
査
が

行
わ
れ
て
不
安
な
思
い
が
し
ま
し
た
。

四
月
初
め
糖
站
港
よ
り
引
揚
舟
Ｌ
Ｔ
Ｓ
に
て
出
港
五
日
間
の
玄

海
灘
の
荒
波
と
戦
い
な
が
ら
、
夢
に
ま
で
見
た
青
い
島
日
本
が
見

え
初
め
、
佐
世
保
港
付
近
の
新
設
引
揚
港
に
上
陸
し
、
日
本
の
土

を
強
く
ふ
む
こ
と
が
出
来
た
と
き
ほ
ど
感
謝
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
婦
女
子
は
引
揚
者
輸
送
車
に
、
男
性
は
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
い
徒
歩
で
約
四
キ
ロ
の
山
道
を
歩
い
た
の
で
す
が
、
途
中
で
妻

達
の
乗
っ
て
い
た
車
が
対
向
車
と
の
接
触
事
故
に
依
り
、
私
の
妻

一
人
が
右
腕
骨
折
右
手
甲
部
及
顔
面
前
歯
折
損
の
重
傷
を
負
い
、

収
容
所
に
て
応
急
手
当
の
上
、
引
揚
者
達
と
は
反
対
方
向
の
旧
海

軍
大
村
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
一
か
月
あ
ま
り
で
当
時
海
軍
側
と

九
州
医
大
と
の
引
継
等
の
関
係
で
手
術
が
遅
れ
入
院
一
か
月
後
に

行
わ
れ
、
一
週
間
後
に
ギ
ブ
ス
を
行
い
腕
を
首
に
吊
り
、
大
き
な

腹
を
抱
え
て
二
歳
の
長
女
を
連
れ
て
の
帰
郷
で
し
た
が
、
乗
船
地

で
納
め
た
三
十
円
と
援
護
局
か
ら
の
二
千
円
の
見
舞
金
も
使
い
果

た
し
て
無
一
文
丸
裸
同
様
の
あ
わ
れ
な
姿
で
実
に
恥
ず
か
し
い
限

り
で
し
た
。

そ
の
後
負
傷
も
快
復
し
、
ま
た
二
女
も
無
事
出
産
し
十
二
月
、

漸
く
就
職
口
が
決
り
当
時
は
食
、
住
、
職
の
順
に
先
決
で
妻
の
母

宅
の
居
間
に
暫
く
起
居
し
馴
れ
ぬ
職
場
で
あ
っ
た
が
、
辛
い
と
き

に
は
引
揚
時
を
思
い
出
し
、
ま
た
と
き
に
は
楽
し
か
っ
た
北
京
で

の
生
活
を
語
り
合
い
な
が
ら
、
今
日
ま
で
頑
張
っ
て
来
ま
し
た
。

家
族
の
者
達
も
皆
健
在
で
あ
る
こ
と
を
何
よ
り
心
か
ら
感
謝
し

な
が
ら
余
生
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

私
共
の
引
揚
げ
は
日
本
本
土
に
上
陸
し
て
か
ら
の
事
故
で
し
た

の
で
、
奥
地
満
州
や
樺
太
等
の
引
揚
げ
に
苦
労
さ
れ
た
方
々
を
思

う
時
、
何
か
申
し
訳
な
い
思
い
が
致
し
ま
す
。




